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大 阪 市 立 美 術 館大 規模 改 修 に と も なう 独立 ケ ー ス の 製 作  仕様 書  

  

本 仕 様 書 は 、 地 方 独 立 行 政 法 人 大 阪 市 博 物 館 機 構 が 発 注 す る 、 独 立 ケ ー ス

の製作 につ いて 、必 要な事 項を 定め る。   

  

１ ． 名 称   

大阪市 立美 術館 大規 模改修 にと もな う独 立ケー ス の 製作  

  

２ ． 業 務 内 容   

大阪市 立美 術館（ 以 下、「当 館 」とい う ）改修に とも ない ､新 規に独 立ケ ース を

製作し 、搬 入す るこ と。  

 

３ ． 品 名 ・ 数 量  

 作品 展示 用独 立ケ ース の 品名 と寸 法、 数量は 下記 のと おり （単位は mm）  

（ 1） 小型 ５面行 灯 ガラス ケー ス     

幅 800×奥行 800×高 2000、 床高 900、 総重量 300kg 以 内   4 台   

（ 2） 大型 ５面長 方 形ガラ スケ ース  

幅 1800×奥 行 900×高 2000、 床高 900、 総重量 500kg 以 内  3 台   

  詳 細は 別紙 参考 図 を 参 考と する こと 。  

 

４ ． 基 本 仕 様  

（ 1）品 質 を確 保す るた め 、日 本工 業 規 格 (JISS1039 書 架・ 物品 棚 )も しく は  

ISO9001 また は ISO14001 の 認証 取得 工 場にて 製作 され た製 品を納 入す る

こと 。ま た 、そ の基 準を満 たし てい るこ とを示 す証 明書 を 納 品時に 当館 へ

提出す るこ と。  

（ 2）製作 にあ たっ ては 、東 京文 化財研 究所が 定め る「美術 館・博物 館の ため

の空気 清浄 化の ため の手引 き」 に準 拠す ること 。  

  ※参 照 URL  

https://www.tobunken.go.jp/ccr/pub/190410aircleaning_guideline.pdf  

（ 3） ガラ ス  

① 正面 、背 面、側面 は高透 過ガ ラス（厚 さ t＝ 10）を 使用し 、気泡・傷・

異 物 な ど の 欠 陥 の 無 い も の と し 、 両 面 に 低 反 射 フ ィ ル ム 貼 り を す る こ

と。  

② 天面 はフ ロー トガ ラス（ 厚さ t=10）を 使用し 、片 面に フロ ストシ ート

を貼る こと 。  

③ ガラ ス の エー ス 本 体 への 固 定 は、 ガ ラ ス 専用 の コ ーキ ン グ に て両 面を

固定す るこ と。  

 

https://www.tobunken.go.jp/ccr/pub/190410aircleaning_guideline.pdf
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（ 4） 床材    

① 使用 する 合板 は 厚 さ t=9 以 上、 JAS 規 格によ るホ ルム アル デヒド 放散

量基準 の「 F☆☆☆ ☆」性能 を有 し、且 つ有機 酸・ア ンモ ニ アの放 散量

が、東 京文 化財 研究 所が指 導す る規 定値 以下の もの を使 用す ること 。  

② 使用 に 際 して は 事 前 にパ ッ シ ブイ ン ジ ケ ータ ー を 使用 し 、 有 機酸 ・ア

ン モ ニ ア の 放 散 が 上 記 の 規 定 値 以 下 で あ る こ と を 確 認 す る こ と 。 確 認

試 験 の 際 に は 、 使 用 材 料 を 密 閉 空 間 に 入 れ て 、 ア ン モ ニ ア イ ン ジ ケ ー

ターは ４日 間、有機 酸イン ジケ ータ ーは ７日間 暴露 後の 変色 状況か ら、

清浄で ある こと を確 認する こと 。  

③ 使用 す る 合板 の 環 境 試験 報 告 書（ パ ッ シ ブイ ン ジ ケー タ ー ） を当 館に

提出す るこ と。  

（ 5） 仕上 げ材・ 塗 装    

① 内装 仕 上 げ クロ ス に 用い る 接 着 剤は で ん ぷん 系 の JAS 規 格 「 F☆ ☆☆

☆」認 定品 を使 用す ること 。  

② クロ スは 、川 島織 物セル コン スー パー クリア クリ ンク ロス KC4170 を 使

用する こと 。  

③ ガス の放 散を 抑え るため クロ ス下 地 に VOC 遮断 シー トを 施工す るこ と 。 

④ 外装 は 、 スチ ー ル も しく は ア ルミ 材 下 地 を用 い ア クリ ル 樹 脂 焼付 塗装

するこ と。  

⑤ 塗装 膜厚 は 25μ ｍ 以上と する こと 。  

⑥ 塗装 色 に つい て は 事 前に 色 見 本板 を 作 成 し 、 当 館 の承 諾 を 得 て 製 作す

ること 。  

⑦ なお 塗装 色は 、 日 建設計 基準色 NS10-W8 を予定 して いる 。  

（ 6） 電気  

① 各独 立 ケ ース に 、 漏 電ブ レ ー カー 機 能 が ない 場 合 は 設 置 時 に 追加 する

こと。  

② 電気 用品 安全 法（ PSE） 適合 試験を 合 格して いる こと 。  

③電 源 の 給電 は ケー ス腰 下 部 から 行 い、 ケー ス の 移動 時 に給 電コ ー ドを

引 き ず ら な い よ う に コ ー ド を 掛 け る た め の フ ッ ク 等 を 設 け る こ と 。コ

ードの 長さ は３ m 以 上とす るこ と。  

（ 7） 調湿 ボック ス  

① 調湿 ボ ッ クス は ケ ー ス床 面 下 に調 湿 剤 が 外部 か ら 見え な い 仕 様と する

こと。  

② 調湿 剤 の 取替 は ケ ー ス腰 パ ネ ルを 開 放 し 、ガ ラ ス 扉を 開 閉 せ ず可 能と

するこ と。  
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③ 調湿 剤 （ アー ト ソ ー ブカ セ ッ トタ イ プ ） は、 下 記 数量 を 収 納 する 設計

とする こと 。  

 小型５ 面行 灯ガ ラス ケース  各１個  

 大型５ 面長 方形 ガラ スケー ス  各２個  

（参考：調湿 保存 剤 アート ソー ブカ セッ トタイプ 330mm×110mm×40mm） 

④ 調湿 ボ ッ クス に 循 環 ファ ン を 接続 ・ 設 置 し、 タ イ マー に よ っ て運 転を

制御で きる 構造 とす ること 。  

 

５ .詳 細 仕 様  

(1) 小 型 ５面行 灯 ガラス ケー ス   ４台   

① 気密 性能 は、 エア タイト 型 で ある こと 。空気 交換 率は 0.3 回／日 程度

以下と なる 構造 であ る こと 。  

②開閉 機構 は、 JR 手動手 前引 出、 片側 横スラ イド 扉（ 1 箇 所）と する こ

と。有 効開 口寸 法は 600 ㎜以 上と する こ と。 ガ ラス 扉は 、補 助輪等 を

使用せ ず片 側に スム ーズに 開閉 でき る構 造とす るこ と。  

③開 閉 用 の鍵 は 繰り 返し の 解 施錠 に 耐え うる も の とし 、 容易 に変 形 ・摩

耗しな いこ と。 鍵差 込口を 腰パ ネル に設 けるこ と。  

④ 腰パ ネ ル の鍵 を 解 除 して パ ネ ルを 開 放 し 、ガ ラ ス 扉を 手 前 に 移動 させ

た 後 に ス ラ イ ド さ せ 開 閉 を 行 う 構 造 と し 、 手 前 に 引 出 し た 状 態 で 確 実

に保持 する 機能 を有 するこ と 。  

⑤ 全て のケ ース の鍵 は同一 キー とす る こ と。  

⑥ 付属 キ ャ スタ ー に よ る自 走 式 とし 、 ア ジ ャス タ ー にス ト ッ パ ー機 能を

持たせ るこ と。  

⑦ キャ スタ ーは スム ーズに 移動 が可 能な ものと し 、120kg／ 1 個以上 の耐

荷重を 有す るこ と 。  

⑧ ケー ス 設 置時 に 使 用 する ア ジ ャス タ ー は 重量 用 タ イプ と し 、 400kg／ 1

個以上 の 耐 荷重 を有 するこ と 。  

 

（ 2） 大型 ５面長 方 形ガラ スケ ース  ３ 台   

① 気密 性能 は、 エア タイト 型 で ある こと 。空気 交換 率は 0.3 回／日 程度

以下と なる 構造 であ る こと 。  

② 開閉 機 構 は、 手 動 手 前引 出 、 パラ レ ル ス ライ ド 扉 （ 1 箇 所 ） とす るこ

と。  

③ 有効 開口 は 左 右 で 合わせて 50％ 程度 と し、あわ せて 補助 具 等を使 用し

有効開口 80％ を確 保 できる 構造 とす るこ と。  

④ 開閉 用 の 鍵は 繰 り 返 しの 解 施 錠に 耐 え う るも の と し、 容 易 に 変形 ・摩

耗しな いこ と。  
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⑤ 鍵差 込口 を腰 パネ ルに設 ける こと 。  

⑥ 腰パ ネ ル の鍵 を 解 除 して パ ネ ルを 開 放 し 、ガ ラ ス 扉を 手 前 に 移動 させ

た後 にス ライ ドさ せ 開閉 を行 う構 造と し 、手 前に 引出 した 状 態で 確実

に保持 する 機能 を有 するこ と。  

⑦ 全て のケ ース の鍵 は同一 キー とす るこ と。  

⑧ 付属 キ ャ スタ ー に よ る自 走 式 とし 、 ア ジ ャス タ ー にス ト ッ パ ー機 能を

持たせ るこ と。  

⑨ キャ スタ ーは スム ーズに 移動 が可 能な ものと し 、170kg／ 1 個以上 の耐

荷重で ある こと 。  

⑩ ケー ス 設 置時 に 使 用 する ア ジ ャス タ ー は 重量 用 タ イプ と し 、 400kg／ 1

個以上 の耐 荷重 であ る こと 。  

 

６ .空 気 環 境・ 機 密性 測 定  

（ 1） 空気 環境測 定   

①納品 後 、独立 ケー ス内の ホル ムア ルデ ヒド 、有 機酸 、ア ン モニア 濃度

につい て、 当館 にて 数値を 測定 する こと 。    

② 上 記 各 物 質 の 濃 度 に つ い て は 東 京 文 化 財 研 究 所 の 基 準 値 以 下 に 納 め

ること 、数 値が この 値を超 える 場合 は吸 着剤等 を設 置し 2 週 間以内 に

基準値 内に 治め 測定 結果を 報告 する こと 。  

③ 測定 方法 は以 下の 通りと する 。      

【採取 方法 】  

展示ケ ースを 72 時 間閉鎖 後北 川式 検知 管およ びエ アサ ンプ ラーを 使

用し、 各物 質の 濃度 を計測 する こと 。 測 定はケ ース 全 台 とす る。      

【捕集 方法 】  

空気採 取時 間は 下記 による 。  

ホルム ア ル デヒ ド    30 分間  

アンモ ニア ・有 機酸  60 分間  

空 気 捕 集 の 単 位 時 間 当 た り の 流 量 は 個 々 の 検 知 管 の 指 定 の 通 り と す

る。  

測定開 始時 間は エア サンプ ラー 設置 後、 30 分後と する 。      

【分析 方法 】  

検知材 の変 色境 界線 から数 値を 読み 取る 。  

※ 基 準 値 (参考 )に つい て  

各物質 の基 準値 は以 下の通 り 。  

ホルム アル デヒ ド  80ppb 

アンモ ニア   30ppb  

有機酸        170ppb   
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（ 2） 気密 測定  

① 測定 方法 は以 下の 通り と する 。測 定は ケース 1 種 類毎 に １ 台とす る。  

独立ケ ース 内に 炭酸 ガスを 封入 し 、赤 外 線ガス 分析 計（ CO2 メータ ー）

で炭 酸ガ ス濃 度を 測 定す る。 その 炭酸 ガ スの 減衰 量よ り展 示 ケー スの

換気量 及び 換気 回数 を求め る。 JIS A1406 屋内 換気 量測 定方 法（炭 酸

ガス法 ）に 準拠 する こと 。  

② 以 上 の 環 境 試 験 報 告 書 （ 北 川 式 検 知 管 測 定 ） お よ び 気 密 試 験 結 果 を 、

測定後 すみ やか に当 館へ提 出す るこ と。   

 

７ ． 搬 入 に つ いて  

（ 1） 完成 品を別 紙 納入場 所図 によ り搬 入する こと 。    

（ 2）スケ ジュ ール に関し ては 、当 館が 改修中 であ るた め搬 入にあ たっ ては 調

整 が必 要 で あり 、 契 約 締結 後 に 当館 担 当 者 と協 議 の うえ 実 施 す るこ と。

なお、 納入 期限 まで に搬入 を終 える 予定 表を作 成・ 提出 する こと。  

（ 3） 搬 入 に あ た っ て は 、 製 品 及 び 建 築 物 ･設 備 等 を 破 損 し な い よ う 養 生 を 施

し、当 館の 指示 に従 い事故 等の 防止 に努 めるこ と。  

（ 4）当 館の 建物 は 登録有 形文 化財 であ り、また 隣接 する 慶 沢園に つい ては 市

の指定 文化 財で ある ことを 踏ま えた うえ で業務 にあ たる こ と 。  

（ 5） 業務 を行う 時 間は平日 9:00～ 17:00 を基本 とす るこ と 。  

（ 6） 当館 は改修 工 事中の ため 、搬 入は 令和 ６ 年７月 16 日 以降と する 。  

 

８ ． 品 質 保 証 体制 等  

（ 1）設置 後、通常 の使用 によ り１ 年以 内（ケ ース の構 造体 は３年 以内 、開 閉

機 構に か か わる 部 分 、 クロ ス 、 気密 材 に つ いて は １ 年以 内 ） に 異常 が生

じた場 合は 、速 やか に無償 で修 理又 は部 品の交 換を 行い 復旧 するこ と。  

（ 2） 保守 部品は 10 年間以 上の 供給 を行 うこと 。     

（ 3） 関西 圏に 自 社 の 修理 拠点 を有 して いるこ と。  

 

９ ． 納 入 場 所   

   大 阪市 立美 術館  １階 展示 室       

  大阪 市天 王寺 区茶 臼山町 １ -82  

 

10． 納 入期 限  

  令 和６ 年７月 31 日（水 ）      
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11． 担 当     

  大 阪市 立美 術館  学芸 課                  

〒 543‐ 0063 大 阪市 天王寺 区茶 臼山 町 １ -82               

電 話  06-6771-4874  FAX 06-6771-4856     

 

12． そ の他   

（ 1）契約 にあ たっ て、大阪 市より 地方 独立行 政法 人大 阪市 博物館 機構 施設 整

備費補 助金 交付 決定 がされ るま で契 約の 締結は 行わ ない 。  

（ 2）納入 に際 して 、独立 ケー スの 日 常 的な操 作方 法、調湿 剤の交 換、故障 時

の対応 方法 、注 意事 項など を明 記し た保 守マニ ュア ル 一 式 を 2 部提出 す

ること 。  

（ 3）納入 に際 して 、独立ケ ース の 空 気環 境測定 およ び気 密測 定の結 果を 書面

で 提出 する こと 。  

（ 4）本仕様 書に 疑 義が生 じた 場合 、ま たは本 仕様 書に 定め のない 事項 が生 じ

た場合 は、 当館 と受 注者の 協議 によ るも のとす る。  

（ 5） 搬入 時の梱 包 材等は 持ち 帰り 、受 注者で 処分 する こと 。  


